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十
月
二
十
六
日
(土)
十
時
か
ら
、
新
島
の

加
古
郡
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
前
・
駐
車
場

で
、
第
九
回
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

広
報
で
も
毎
回
案
内
の
通
り
、
年
に
二
回
、
四
月

と
十
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
小
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
出
店
数
も
五
十
店
程
あ
り
、
イ
ベ
ン

ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
元
気
一
杯
「
稲
美
万
葉
太
鼓
」

で
す
。
毎
回
の
紙
す
き
、
せ
っ
け
ん
作
り
に
加
え
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
講
習
も
あ
り
ま
し
た
。
わ
が
家
に

は
不
用
な
物
が
、必
要
な
所
で
再
利
用
さ
れ
て
い
く
。

物
を
本
当
に
生
か
す
生
活
を
体
験
し
な
が
ら
、
店
と

お
客
の
値
段
の
か
け
引
き
も
楽
し
い
よ
う
で
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
「
加
古
ち
ゃ
ん
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
で
す
。
次
回
は
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

フリーマーケットに大賑
おおにぎ

わい
レポーター　大内　百合子さん

▲にぎわったフリーマーケット

町
づ
く
り
を
考
え
る
キ
ャ
ス
ト
は
り
ま
塾
で
は
、

10
月
26
日
(土)
に
中
町
と
生
野
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

住
民
と
行
政
と
で
公
園
な
ど
の
社
会
基
盤
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
中
町
で
は
自
治
会
や
婦
人
会
な
ど
か

ら
な
る
「
町
づ
く
り
協
議
会
」
を
中
心
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
方
式
で
検
討
会
を
開
き
、
地
域
住
民
の
声
を

反
映
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
、
町
づ
く
り
の

具
体
的
な
例
と
し
て
「
あ
か
ね
坂
公
園
」
を
重
点
的

に
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
野
町
で
は
地
域
づ
く
り
「
生
野
塾
」
と

し
て
、
住
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
作
り
を
推
進
し
て

い
ま
し
た
。

塾
生
た
ち
は
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
姿
勢
や
手
法

を
活
か
せ
る
よ
う
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

よ
り
良
い
町
づ
く
り
を
考
え
る
有
意
義
な
一
日
に
な

り
ま
し
た
。

▲

中
町
の
あ
か
ね
坂
公
園
を
視
察

より良い町にしたい
レポーター　門倉　敏子さん

地
域
の
話
題
や
行
事
を
は
じ
め
、「
こ
れ
は
何
？
」
と

感
じ
た
こ
と
な
ど
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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▲折田 美香さん（北本荘） 十
月
三
十
一
日
(木)
、
浜
田
球
場
に
お
い
て
兵
庫

五
カ
国
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

旧
国
制
の
摂
津
・
猪
名
川
町
、淡
路
・
津
名
町
、

但
馬
・
香
住
町
、
丹
波
・
篠
山
市
、
播
磨
・
播
磨

町
の
一
市
四
町
で
、
地
域
間
の
交
流
、
親
睦
を
深

め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
穏
や
か
な
天
候
の
下
、
十
二
チ
ー

ム
七
十
四
名
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
栄
え
あ
る
優
勝
は
、
猪
名
川
Ａ
チ
ー
ム

に
輝
き
ま
し
た
。

兵
庫
五
カ
国
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
月
二
十
日
(日)
、
稲
美
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
た
「
第
三
十
五
回
東
播
磨
地
区
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
お
い
て
、
身
体
障
害
者
の

生
活
向
上
と
社
会
参
加
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
、
吉

田
芳
子
さ
ん
（
北
本
荘
）
と
津
嶋
太
郎
さ
ん
（
宮

西
）
が
東
播
磨
地
区
身
体
障
害
者
団
体
協
議
会
よ

り
身
体
障
害
者
福
祉
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

福
祉
功
労
者
表
彰
　
吉
田
さ
ん
、
津
嶋
さ
ん
が
受
け
る

全
国
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
二
日
間
に
わ
た
り

播
磨
路
を
歩
く
「
第
十
三
回
加
古
川
ツ
ー
デ

ー
マ
ー
チ
」
が
行
わ
れ
、
二
日
目
の
十
一
月

十
日
(日)
、
今
年
も
ウ
ォ
ー
カ
ー
た
ち
が
大
中

遺
跡
に
姿
を
見
せ
ま
し
た
。

播
磨
町
は
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
に
支
援
町
と

し
て
参
画
。
大
中
遺
跡
は
、
三
十
㌔
、
四
十

㌔
コ
ー
ス
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い
と
商

工
会
青
年
部
に
よ
る
黒
豆
う
ど
ん
は
、
参
加

者
た
ち
に
大
好
評
で
し
た
。

全
国
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
　
大
中
遺
跡
へ

津嶋 太郎さん
（宮西）

▲P.N. 死人喰（北本荘）▲P.N.  四葉 結姫（本荘）▲P.N. ちーちゃん（古田）

▲森岡 莉子さん（古田）▲森岡 由真さん（古田）▲P.N.  美咲 凛華（野添）▲P.N.  卯月 さくら（野添）

十
月
十
五
日
(火)
、
役
場
第
二
庁
舎
第
二
会

議
室
に
お
い
て
「
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
」
に

出
場
す
る
二
人
の
高
校
生
、
中
作
高
彰
さ
ん

（
新
体
操
出
場
）
と
橋
爪
里
奈
さ
ん
（
空
手

道
出
場
）
の
激
励
会
を
行
い
ま
し
た
。

二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
負
を
述
べ
、
国
体

に
向
け
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

中
作
さ
ん
、
橋
爪
さ
ん
が
出
場

播
磨
中
央
保
育
園
の
年
中
・
年
長
の
園
児

約
六
十
人
が
十
月
十
八
日
(金)
、
稲
刈
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

先
生
の
指
導
の
も
と
、
慣
れ
な
い
か
ま
さ

ば
き
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
自
分
で
刈
っ
た

稲
に
大
満
足
の
様
子
。

ま
た
、
二
十
四
日
(木)
に
は
、
播
磨
北
小
学

校
の
児
童
た
ち
も
、
穂
を
垂
ら
し
た
稲
を
丁

寧
に
刈
り
取
り
ま
し
た
。

播
磨
中
央
保
育
園
の
園
児
　
秋
の
収
穫
を
満
喫

▲じょうずに刈れたよ！

十
月
二
十
七
日
(日)
、
播
磨
ふ
れ
あ
い
の
家

が
あ
る
朝
来
町
の
芸
術
の
森
美
術
館
で
開
か

れ
た
「
朝
来
芸
術
村
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

に
、
和
太
鼓
衆
「
播
磨
太
鼓
」
が
出
演
し
ま

し
た
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
ス
テ
ー
ジ
狭
し
と
勢

い
の
あ
る
和
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し

た
。
緑
に
か
こ
ま
れ
た
会
場
い
っ
ぱ
い
に
鳴

り
響
く
力
強
い
演
奏
に
、
大
き
な
拍
手
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

朝
来
芸
術
村
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
「
播
磨
太
鼓
」
参
加

▲力強いバチさばき

よ
さ
こ
い

高
知
国
体

▲健闘を誓いました

▲白熱したプレー

吉田 芳子さん
（北本荘）


